


「イロトリドリ」のきらめきで

“なりたい私”へ

Features
【共通特長】

毛髪 損傷を防ぎ、内部反射による深いツヤを引き出す
「インナーシャイニング処 方」

包水性ゲルネットワーククリーム（水膨 潤システム）

処 方 設 計

カラー後の毛髪表面は、カラー薬剤

を内部に浸透させるため、アルカリ

等の薬剤によってキューティクルが

膨潤し、浮き上がった状態になって

います。キューティクルが開いたまま

では毛髪内部の色素やタンパクの流

失が起きて毛髪の損傷につながるば

かりではなく、髪のゴワつきの発生や、

ツヤがなくなる原因となります。

損傷により内部にダメージホールが発生。キ
ューティクルの浮きや剥がれにより、しなや
かさが減少、手触りが悪く、内外部の光の乱
反射によりツヤも出ない。

フィトステロール誘導体※１と加水分解シルク誘導
体※２がダメージホールに吸着し、内部を補修。グリ
コシルトレハロース※３が髪表面に疑似キューティク
ルを形成し、内部補修との相乗効果により質感を
向上させながら、内外部の光の乱反射を防いで深
いツヤを引き出します。

ゲルネットワーククリームが染料の通り道のエンドキューティクルを膨潤。
ダメージ膨潤が少なく、高い浸透性が得られます。

12 種 類の植物由来 成分とフローラルブーケの香り
髪と頭皮へのダメージに配慮した１２種類の植物由来成分（保湿剤）と、さわやかなフローラルブーケの香りが

快適なヘアカラータイムをサポートします。

高発色ファッションカラー
カラーデザインの可能性をひろげる

ローダメージ設計
高レベルでもダメージを抑える

シンプルなコントロール
メイクシェイド×コントロールシェイドの使い分けで

透明感のある仕上がり
毛先にもくすみを感じさせない

ローマカミツレ
エキス

オドリコソウ
エキス

ゴボウ
エキス

セイヨウキズタ
エキス

アルニカ
エキス

オランダカラシ
エキス

ニンニク
エキス

ローズマリー
エキス

マツ
エキス

ダイズ※4 ボタン
エキス

コンフリー
エキス

※1

※3

※2

〈イラストはすべてイメージです。〉

表示名称：※１ ラウロイル加水分解シルクナトリウム液（毛髪保護剤） ルーチェント オキシに配合
※2 Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ジ（フィトステリル・２－オクチルドデシル）（毛髪保護剤）
※3 グリコシルトレハロース・水添デンプン分解物混合溶液（毛髪保護剤） ルーチェント オキシに配合  ※4 大豆リン脂質



Make Shade

ダメージを感じさせず、 毛 先まで美しい発色

滑らかな塗り心 地でダメージを軽 減

【メイクシェイド】
Control Shade
【コントロールシェイド】

アルカリコントロールタイプ（弱酸性）

＜補色のグレイに、高彩度のクリアな色味をブレンド＞

高レベルでもローダメージ

当社従来品

＜キューティクルの剥離ダメージ写真＞

ルーチェントプレミアム

オーバーリフトすることなく、高レベルカラーでもダメージを抑えることが可能になりました。
また、タンパク+脂質+水分のバランスを整えることで、ダメージを最小限に抑えています。

クリスタルのような発色と、思い通りの彩度表現
まるでクリスタルのような透明感のある色の重なり、高発色な処方で髪にツヤのある

きれいな色を表現していきます。また、日本人の黒髪に対して彩度の高い色を表現するため
ブラウンをベースに使用せず、補色に透明感のある「グレイ」を設定。
アンダーの色に左右されず狙い通りの彩度表現が可能になりました。

ディープアッシュラインは、濃い色を安定して発色させるために、
補色の「グレイ」に、「ブルーバイオレット」を加えた『Wトーンベース』※１処方を採用。
赤みや黄みの強いアンダーもしっかりと打ち消し、各色の色表現を最大限に発揮させ、

長くアッシュカラーを楽しめます。

タウリン（毛髪処理剤）配合のコントロールシェイドとメイクシェイドを併せて使用することで、アルカリとｐHをコントロール。
カラー剤の高発色領域を保ちながら、ダメージの少ないｐH領域に調整することにより、

ダメージを抑えながら、毛先まで美しい発色が可能になりました。

＜コントロールシェイド使用時のアルカリ、ｐHダウンイメージ＞

傷んだ毛先のために設計された滑らかなクリームを採用。
薬剤によるコーミングダメージを抑え、毛先までなめらかな操作性が可能になりました。

処 方 設 計 処 方 設 計

メイクシェイド
+

コントロール
シェイド

メイクシェイド

ルーチェントプレミアム
高発色・低ダメージ領域

くすみ
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低 高pH

高発色

高ダメージ13レベル

11レベル

9レベル

7レベル

アルカリ＆ pH
コントロール

メイクシェイドと合わせて使用することで微アルカリラインをつくることができ、既染部へのダメージ対応が可能になります。
ナチュラル系・ウォーム系の2～6レベルダウン構成で、各色に対応しています。

〈仕上がりイメージ〉

※13LEVELとのMiX時は
　コントロールシェイド2倍使用。

プラチナアッシュ

PI/A 9

PI/A :9 ND 2
（　 1　 ：　 1 　）

OX 3%

OX 6%

11Lv
既染部

5Lv
新生部

使 用 例Ｎa・Ｍo・Br・Ｓ/Ｙｅ・Ｐl/Ａ・Ｅｍ/Ａ・Be/A・
Li/A・Pe/A・Sa/A・D/SiA・D/AmA・D/NvA
の色素補正用として対応。

ND ナチュラルダウン

Ｓ/Ｏr・Ｓ/Ｒe・Ｐi/Ａ・Ｌa/Ａ・Co/Aの
色素補正用として対応。

WD ウォームダウン

染料調整用。ノンアルカリタイプにする
ことにより、各色のくすみを抑える。

CL クリア

9LEVEL

根 元と毛先のかんたんコントロール

〈補色のグレイとブルーバイオレットに、深く濃い色味をブレンド〉

GRAY

GRAY

BLUE
VIOLET

Base Line
Shiny Line
Ash Line

Deep Ash Line

〈イラスト・写真はすべてイメージです。〉表示名称 ： ※１ レゾルシン、塩酸２，４－ジアミノフェノキシエタノール、硫酸トルエン－２，５－ジアミン（共に有効成分）

Ｗトーンベース※１
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